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域﹂として検討している︒本論は︑ ﹁日本のマンガ︑あるいはその英訳版のバイリンガルな構造﹂ ︑そして謡曲を想起させ 豊かな間テクスト性が︑いかに英語圏の文化への翻訳を困難なものにしているかについて 考察している（




およびマクルーハンのメディア 翻訳 関する考えを用いて︑このマンガ翻訳が単な の翻訳ではなく︑ ﹁社会的概念や社会的文脈﹂の でもあ こと︑言い換えれば︑ ﹁死を与える権利（T








































についても考察している︒　﹁カムイ﹂は︑もともとアイヌ語で神を意味する︒意外なことに当初原作者は﹁アイヌ﹂を題材に作品を描こうとしていたが︑最終的に﹁カムイ﹂という忍者となった非人 くこ になっ ︒非人であり︑チャンスに恵まれないカムイは忍者となるが︑やがて﹁抜け忍﹂となり︑生涯︑他の に追われ続けることになる︒　プロットの軸となるのは︑生き延びるための戦い︑そして社会
的差別問題等である︒カムイは きるために多くの他者を犠牲にしなければならない︙︙ そのため︑崔洋一が監督 務め 映画には︑日本で差別されてきた﹁在日﹂に
纏まつ
わる話が含まれている︒


































1999 , p. ix ）の可能性を切り開くうえでの翻訳の意義を示す例であ
る﹂という（



























また︑クィア・テクストの翻訳者と読者について︑ して彼間に生まれる絆や同一化現象についても分析して る︒アングルス氏は一九九〇年代のゲイブーム文学における主要小説︑伏見憲明著﹃魔女の息子﹄ （
二〇〇三年
）に言及し︑本章を結んでいる︒































いる︒著者は︑作家や登場人物が女性であること 例えばパラテクストの諸相を強調す のではなく︑ を主人公 する作品や登場する女性の声がどう英訳されたかを通して︑日本女性 エキゾティッ なイメージ 繰り返し具象化されているこ について
論じている︒　
この﹃キッチン﹄の翻訳者であるバックス氏が直面した未解決






he Scandals of Translation: 
Tow
ards an Ethics of D
ifference, 1998 ）は︑ この操作を異化（
foreignization ）
の一例として挙げている（
p. 160 ） ︒金氏が論じるように︑日本語
をエキゾティックなものにすることにより︑日本の独自性が強化されている様子をうかがい知ることができる（












ている︒戦後︑数多くの翻訳者や作家たちがこの詩人の詩の翻訳を試みてきたが︑これは極めて困難な 業を伴う課題である︒この章で朴銀姫氏は︑ハングルで書かれた起点テクストとその日本語訳を考察するとともに 複 の翻訳の違いをあぶり出す比較文学的アプローチを用 ているが 読者はこ 論考 通して︑そのいくつかの和訳の例に触れ こと できる︒また朴氏は︑満洲に生まれた朝鮮人移民 子孫である尹東柱について探りつつ︑二十八歳という若さで早逝した彼が韓国の国民的詩人になっ という事実を重視し︑詩を韓国語から日本語へ訳す際に生じる問題︑そして前掲し 二カ国の状況の違いにつ て強調している︒??　
本書では︑現代日本におけるコミュニティの多様性を明らかに
するため︑そしてその多様性が文物や文化的製品にどのように反映されているか考察するため︑綿密かつ優れた研究方法が採 れている︒翻訳を取り巻く状況 重要 ︑翻訳者の役割︑そして日本のコミュニティ︑日本人︑また他のアジア諸国︑さらには西洋における日本に対 反応の重要性につ ても明らかに ている︒また本書は︑翻訳がただ言葉を訳すだけでなく 文化をも翻訳するものであるということに着目している︒この論集は︑翻訳学の︑特にその日本の文脈にまつわる研究にお て多大な貢献となる先
駆的かつ卓越した研究である︒翻訳学に留まらず︑カルチュラル・スタディーズ︑社会学︑文学研究の観点か みても非常に優れた洞察であるといえる︒洗練された筆致で︑分 りやすく書かれており︑学者や翻訳者︑そして日本研究や国際関係学に興味のある全 の人が手に取 べき一冊である︒
（
翻訳：片岡真伊
 総合研究院大学博士後期課程
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